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本運用マニュアルは以下の3つのコースを統合したESPRトレーナー養成セミナー用のマニュアルです。

・
ESPR解説（基礎編）コース

・
ESPR解説（中級編）コース

・
ESPR解説（トレーナー編）コース
上記の各コースを単独開催する場合は、それぞれの運用マニュアルを参照ください。

「ESPR解説（基礎編）コース」運用マニュアル
	開催目的
	組込みソフトウェア開発に関わる関係者（組織管理者、品質管理者、プロジェクト管理者及び技術者）を対象として、標準的なプロセスとしてのESPRの普及促進を図り、ESPRを用いたプロセス改善を推進できる人材を養成することを目的としています。

	開催概要
	基礎編の学習を通じて、ESPRの構成やプロセス・テーラリングにおけるESPRの活用方法など基礎知識を修得します。また、トレーナーの役割として、ESPRの説明などプロセス改善の進め方を組織内で普及促進する役割を担います。基礎編の受講を通じて、組織内でESPRの説明会を行なう場合に、どのような説明を行えばよいか講義の進め方を修得します。

	募集対象者
	組込みソフトウェア開発に関わる組織管理者、品質管理者、プロジェクト管理者及び技術者など
ソフトウェア開発作業に携わり、組織におけるプロセス改善を推進したいと考えている方

	プログラム
	タイトル
	ESPR解説（基礎編）コース

	
	時間
	4.5時間
	開催時間
	1日目　13:00-17:30

	アブストラクト
	上記の開催概要を基に、講義と演習では以下の内容を扱います。
講義内容
第1章 組込みソフトウェア開発における品質と開発プロセス
第2章 ESPRの紹介
第3章 ESPRの活用
第4章 ESPRの適用事例
演習内容
演習１　プロジェクト特性に合わせたテーラリング
演習２　ドキュメント記述内容の把握

	研修日数
	0.5日間

	定員
	4～20名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大4グループで実施
21～30名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大6グループで実施

	運用上の注意
	タイムテーブル、演習ワークシート、演習題材は、状況に応じて自由にアレンジしてご利用ください。

【アレンジの例】

◆講義の章ごとに質疑応答の時間を設ける　

◆演習の進捗によって作業時間を変更する

◆ワークシートに予め記述しておく内容を変更して、演習の難易度を調整する

◆演習グループで二者択一する演習題材を、予め一方の演習題材に絞ったり、演習を二回分行なって

題材を二つとも使用する

◆演習の発表後に、グループ間で質疑や評価を行ったり、講師が記入例を用いて解説を行う

	演習発表時の注意
	演習の発表の際は、発表に使用するワークシートを受講者人数分印刷して事前に配布すると、発表や講評の際に対象のワークシートの内容が共有できて効果的です。会場内でPCがLAN接続できれば、ワークシートの収集や他のグループのワークシートの参照などができて、更に効率が上がります。


	配布資料①
テキスト
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース テキスト\


00ESPR基礎編 【表紙】テキスト.doc

01ESPR基礎編 タイムスケジュール.ppt

02ESPR基礎編 目次.doc

03ESPR基礎編 テキスト（0）.ppt

04ESPR基礎編 テキスト（1）.ppt

05ESPR基礎編 テキスト（2）.ppt

06ESPR基礎編 テキスト（3）.ppt

07ESPR基礎編 テキスト（4）.ppt

	
	印刷部数
	受講者数分 ・その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料②
演習説明書
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース 演習\

00ESPR基礎編 【表紙】演習説明書.doc

01ESPR基礎編 演習説明書.ppt

02ESPR基礎編 演習問題スライド（講師用）.ppt　※ 講師数分印刷

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料③
演習問題参考資料
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース 演習\

10ESPR基礎編 【表紙】演習参考資料.doc

11ESPR基礎編 REF01 開発形態とその対応策.xls

12ESPR基礎編 REF02 SWP作業詳細.xls

13ESPR基礎編 REF03 SUP作業詳細.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料④
演習問題ワークシート
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース 演習\

20ESPR基礎編 【表紙】演習ワークシート.doc

21ESPR基礎編 WS01アクティビティの抽出と対応策.xls

22ESPR基礎編 WS02タスク・サブタスクの抽出と入出力設定.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑤
演習問題ワークシート（記入例）
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース 演習\

23ESPR基礎編 WS01アクティビティの抽出と対応策（記入例）.xls

24ESPR基礎編 WS02タスク・サブタスクの抽出と入出力設定（記入例）.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑥
理解度テスト問題、解答用紙
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース 受講者理解度テスト\


01ESPR基礎編　受講者理解度テスト（問題用紙）.doc

02ESPR基礎編　受講者理解度テスト（解答用紙）.xls

03ESPR基礎編　受講者理解度テスト（解答）.xls

04ESPR基礎編　受講者理解度テスト（解説付き解答）.doc

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない　・　スライドのみ2up　
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配付資料⑦
ESPR活用事例
	ファイル名
	ESMR／ESPRを活用したプロセス改善事例.pdf

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑧
アンケート
	ファイル名
	01ESPR解説（基礎編）コース\ESPR解説（基礎編）コース関連書類\
03ESPR解説（基礎編）コース　アンケート.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ


備品
	区分
	備品名
	数量
	備考

	パソコン
	講義用PC、演習用PC
	1＋
グループ数
	講義、演習で使用

	ソフトウェア
	Microsoft Office（2003以降）
	1＋
グループ数
	講義、演習でPowerPointを使用

	什器
	プロジェクター
	1＋
グループ数
	講義用（講義時のスライド投影）

演習用（グループ演習時のワークシート投影）

	什器（オプション）
	プリンター
	１
	演習用（演習の発表の際に、発表対象の作成物を受講者数プリントアウトして配布する）

	什器
	ホワイトボード(講師用)
	1
	

	什器（オプション）
	ホワイトボード（グループ演習用）
	グループ数
	グループ討議する際のプロジェクトのスクリーンとして使用（書き込みも可能）

	備品（オプション）
	指示棒（またはレーザーポインター）
	1
	講義用

	備品（オプション）
	レーザーポインター
	グループ数
	演習用（グループ演習時にワークシートのポイントを指す）

	備品（オプション）
	ネームプレート
	参加者数
	

	備品（オプション）
	グループプレート
	グループ数
	

	備品（オプション）
	タイムテーブル
	数枚
	壁に貼って、進行時間を共有するため


※ 演習にPCを使用する場合には、グループごとにPC、プロジェクター、ホワイトボード（スクリーン用）が必要です。
教室レイアウト

・グループ演習を行うため、4～5名で1グループになるように向かい合って机を配置します。

【受講者が20名の場合】


受講者持参品
・筆記用具
「ESPR解説（中級編）コース」運用マニュアル
	開催目的
	昨今、組込みソフトウェア開発では短期に低コストで高品質な開発を要求されることが多々あります。品質を確保しながら、厳しい開発条件をクリアするため、開発プロセスを工夫することが求められ、厳しい環境下において品質目標を維持しながら、開発プロセスを設定できる人材を養成することを目的として本コースを開催します。

	開催概要
	ESPRトレーナーは現場のプロジェクトリーダーがプロセス・テーラリングを行う際に、品質確保の観点からテーラリングの内容を評価したり、指導したりするスキルが求められます。そのため、中級編コースでは、演習部分の学習を通じて、組込みソフトウェア開発の実務におけるさまざまな開発形態（要求仕様が段階的に定まる開発、小規模で短期の開発、新技術適用の開発など）でのテーラリングにおける品質確保の留意点を修得します。

	募集対象者
	組込みソフトウェア開発に関わるプロジェクトリーダー、品質管理者、教育担当者の方

	プログラム
	タイトル
	ESPR解説（中級編）コース

	
	時間
	3時間
	開催時間
	2日目　9:00-12:00

	アブストラクト
	上記の開催概要を基に、講義と演習では以下の内容を扱います。

講義内容

第1章 ESPRの紹介と活用方法
第2章 さまざまな開発形態と品質保証上の留意点 

第3章 組織/部門の標準プロセスの活用方法
演習内容

演習１　標準プロセスを活用したアクティビティの抽出

演習２　タスク・サブタスクレベルでのプロセス整備

	研修日数
	0.5日間 （本コースを単独で開催する場合）

	定員
	4～20名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大4グループで実施
21～30名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大6グループで実施

	実運用上の注意
	タイムテーブル、演習ワークシート、演習題材は、状況に応じて自由にアレンジしてご利用ください

【アレンジの例】

◆講義の章ごとに質疑応答の時間を設ける　

◆演習の進捗によって作業時間を変更する

◆ワークシートに予め記述しておく内容を変更して、演習の難易度を調整する

◆演習グループで三者択一する演習題材を、予め一つの演習題材に絞って使用したり、演習を三回

行なって題材を三つとも使用する

◆演習の発表後に、グループ間で質疑や評価を行ったり、講師が記入例を用いて解説を行う

	演習発表時の注意
	演習の発表の際は、発表に使用するワークシートを受講者人数分印刷して事前に配布すると、発表や講評の際に対象のワークシートの内容が共有できて効果的です。会場内でPCがLAN接続できれば、ワークシートの収集や他のグループのワークシートの参照などができて、更に効率が上げることができます。


	配布資料①
テキスト
	ファイル名
	02ESPR解説（中級編）コース\ESPR解説（中級編）コース テキスト\


00ESPR中級編 【表紙】テキスト.doc

01ESPR中級編 タイムスケジュール.ppt

02ESPR中級編 目次.doc

03ESPR中級編 テキスト（0）.ppt

04ESPR中級編 テキスト（1）.ppt

05ESPR中級編 テキスト（2）.ppt

06ESPR中級編 テキスト（3）.ppt

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料②
演習説明書
	ファイル名
	02ESPR解説（中級編）コース\ESPR解説（中級編）コース 演習\

00ESPR中級編 【表紙】演習説明書.doc

01ESPR中級編 演習説明書.ppt

02ESPR中級編 演習問題スライド（講師用）.ppt　※ 講師数分印刷

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料③
演習問題参考資料
	ファイル名
	02ESPR解説（中級編）コース\ESPR解説（中級編）コース 演習\

10ESPR中級編 【表紙】演習参考資料.doc

11ESPR中級編 REF01 組織／部門の標準プロセス定義書.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料④
演習問題ワークシート
	ファイル名
	02ESPR解説（中級編）コース\ESPR解説（中級編）コース 演習\

20ESPR中級編 【表紙】演習ワークシート.doc

21ESPR中級編 WS01留意点と対応策.xls

22ESPR中級編 WS02タスク・サブタスクの抽出と入出力設定.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑤
演習問題ワークシート（記入例）
	ファイル名
	02ESPR解説（中級編）コース\ESPR解説（中級編）コース 演習\

23ESPR中級編 WS01留意点と対応策（記入例）.xls

24ESPR中級編 WS02タスク・サブタスクの抽出と入出力設定（記入例）.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑥
アンケート
	ファイル名
	02ESPR解説（中級編）コース\ESPR解説（中級編）コース関連書類\
03ESPR解説（中級編）コース　アンケート.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ


備品

	区分
	備品名
	数量
	備考

	パソコン
	講義用PC、演習用PC
	1＋
グループ数
	講義、演習で使用

	ソフトウェア
	Microsoft Office（2003以降）
	1＋
グループ数
	講義、演習でPowerPointを使用

	什器
	プロジェクター
	1＋
グループ数
	講義用（講義時のスライド投影）

演習用（グループ演習時のワークシート投影）

	什器（オプション）
	プリンター
	１
	演習用（演習の発表の際に、発表対象の作成物を受講者数プリントアウトして配布する）

	什器
	ホワイトボード(講師用)
	1
	

	什器（オプション）
	ホワイトボード（グループ演習用）
	グループ数
	グループ討議する際のプロジェクトのスクリーンとして使用（書き込みも可能）

	備品（オプション）
	指示棒（またはレーザーポインター）
	1
	講義用

	備品（オプション）
	レーザーポインター
	グループ数
	演習用（グループ演習時にワークシートのポイントを指す）

	備品（オプション）
	ネームプレート
	参加者数
	

	備品（オプション）
	グループプレート
	グループ数
	

	備品（オプション）
	タイムテーブル
	数枚
	壁に貼って、進行時間を共有するため


※ 演習にPCを使用する場合には、グループごとにPC、プロジェクター、ホワイトボード（スクリーン用）が必要です。
教室レイアウト

基礎編コースのレイアウトを参照してください。
受講者持参品　

　・ 筆記用具
「ESPRトレーナー養成セミナー」運用マニュアル
	開催目的
	各組織におけるESPRトレーナーの育成を通じて、組込みソフトウェア開発作業に関わる品質問題の解決を促進させ、開発プロセスの整備やプロセス改善活動を組織の中で推進するトレーナー人材を育成することを目的としています。

	開催概要
	ESPRトレーナーは、ESPRのコンセプトを基に組織における開発プロセス改善を推進する役割を担う方です。具体的には、プロジェクトリーダーがプロセス・テーラリングを行う際に評価・指導や、組織におけるプロセス改善活動の推進を行います。
本コースは、組込みソフトウェア開発のプロセスモデルであるESPRを参照モデルとして、組込みソフトウェアを開発する組織/部門におけるプロセス整備やプロセス改善を促進する役割を担うトレーナーを育成することを目的にしています。
本コースは以下の3つのコースを統合したコースです。

· ESPR解説（基礎編）コース

· ESPR解説（中級編）コース

· ESPR解説（トレーナー編）コース

	募集対象者
	組込みソフトウェア開発に関わるプロジェクトリーダー、品質管理者、教育担当者の方

	ＥＳＰＲ解説（トレーナー編）コース
	プログラム
	タイトル
	ESPR解説（トレーナー編）コース

	
	
	時間
	4時間
	開催時間
	13:00-17:30

	
	アブストラクト
	上記の開催概要を基に、講義と演習では以下の内容を扱います。

講義内容

第1章 　ESPRトレーナーの役割
第2章 　プロセス改善の進め方
第２章まとめ　プロセス改善活動への取り組み例　プロセス改善活動におけるトレーナーの役割
演習内容

演習１　原因分析と改善策の検討（発表）
演習２　改善効果と実施上の課題・対応策（発表）

	研修日数
	1.5日間

	定員
	4～20名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大4グループで実施
21～30名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大6グループで実施

	実運用上の注意
	タイムテーブルは状況に応じて自由にアレンジしてご利用ください

【アレンジの例】

◆講義の章ごとに質疑応答の時間を設ける　

◆演習の進捗によって作業時間を変更する

◆演習の発表後に、グループ間で質疑や評価を行ったり、講師が記入例を用いて解説を行う

	演習発表時の注意
	演習の発表の際は、発表に使用するワークシートを受講者人数分コピーをして事前に配布すると、発表や講評の際に対象のワークシートの内容が共有できて効果的です。


配付資料
トレーナー養成セミナーには、基礎編、中級編およびトレーナー編の教材が必要。
	配布資料①

（基礎編）
	本書に前述の「ESPR 解説（基礎編）コース」の教材一式

	配布資料②

（中級編）
	本書に前述の「ESPR 解説（中級編）コース」の教材一式

	配布資料③
トレーナー編

テキスト
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース テキスト\


00ESPRトレーナー編 【表紙】テキスト.doc

01ESPRトレーナー編 タイムスケジュール.ppt

02ESPRトレーナー編 目次.doc

03ESPRトレーナー編 テキスト（0）.ppt

04ESPRトレーナー編 テキスト（1）.ppt

05ESPRトレーナー編 テキスト（2）.ppt

06ESPRトレーナー編 テキスト（付録）.ppt

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料④
トレーナー編

演習説明書
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


00ESPRトレーナー編 【表紙】演習説明書.doc

01ESPRトレーナー編 演習説明書.ppt

02ESPRトレーナー編 演習問題スライド（講師用）.ppt　※ 講師数分印刷

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑤
トレーナー編

演習問題参考資料
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


10ESPRトレーナー編 【表紙】演習参考資料.doc

11ESPRトレーナー編 REF01 WS01用 問題の原因例.xls

12ESPRトレーナー編 REF02 WS02用 問題の原因と改善策例.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑥
トレーナー編

演習問題ワークシート
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


20ESPRトレーナー編 【表紙】演習ワークシート.doc

21ESPRトレーナー編 WS01問題記入シート.xls

22ESPRトレーナー編 WS02問題解決シート.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑦
トレーナー編

演習問題ワークシート（記入例）
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


23ESPRトレーナー編 WS01問題記入シート（記入例）.xls

24ESPRトレーナー編 WS02問題解決シート（記入例）.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑧
トレーナー編

アンケート
	ファイル名
	04ESPRトレーナー養成セミナー\
03ESPRトレーナー養成セミナー　アンケート.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ


備品
	区分
	備品名
	数量
	備考

	パソコン
	講義用PC
	1
	講義で使用

	ソフトウェア
	Microsoft Office（2003以降）
	1
	講義でPowerPointを使用

	什器
	プロジェクター
	1
	講義用（講義時のスライド投影）

	什器（オプション）
	書画カメラ
	１
	演習用（演習の発表の際に、発表対象の作成物をスクリーンに投影する）

	什器
	ホワイトボード(講師用)
	1
	

	什器（オプション）
	ホワイトボード（グループ演習用）
	グループ数
	グループ討議する際に使用

	什器（オプション）
	コピー機
	１
	演習用（発表前に作成したシートのコピーを受講者分コピーして受講者に配る）

	備品（オプション）
	指示棒（またはレーザーポインター）
	1
	講義用

	備品（オプション）
	ネームプレート
	参加者数
	

	備品（オプション）
	グループプレート
	グループ数
	

	備品（オプション）
	タイムテーブル
	数枚
	壁に貼って、進行時間を共有するため


※ 演習にPCを使用する場合には、グループごとにPC、プロジェクター、ホワイトボード（スクリーン用）が必要です。
教室レイアウト
・グループ演習を行うため、4～5名で1グループになるように机を向かい合って配置します。
【受講者が20名の場合】







　










ホワイトボード





   

スクリーン







PC










書画カメラ






受講者持参品
 ・筆記用具
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